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事例 中学校数学科 岐阜地区 （Ｋ中学校）

１ 単元について

中学校 第１学年対 象 学 年

学習指導要領 第１学年の内容 Ｃ 数量関係（１）ア、イ、ウ、エ

単 元 名 比例と反比例（全１５時間）

○具体的な事象の中にある二つの数量の関係を表・式・グラフに表現した単 元 目 標

り、それを用いて考察したりすることに関心をもち、身に付けた見方や

考え方を問題の解決に活用しようとする意欲をもつことができる。

（数学への関心･意欲・態度）

○具体的な事象の中にある二つの数量の関係を変化や対応の見方で考察し

たり、表・式・グラフを用いて、その事象に潜む比例や反比例などの関係

を判断したりすることができる。

（数学的な見方や考え方）

○二つの数量の関係を表、式、グラフなどを用いて表現し、比例や反比例

の関係をよみとったり、その関係を用いて、問題を解決したりすること

ができる。

（数学的な表現・処理）

○比例、反比例の関係や座標の意味、比例、反比例の関係を表す表、式、

グラフの特徴、問題解決への利用の仕方を理解している。

（数量や図形などについての知識・理解）

配 慮 事 項 基礎的・基本的な内容の確実な定着の工夫

○単元指導計画の工夫

・単元の学習に意欲的に興味をもつとともに、具体的な事象に戻って考え

ることができるよう実生活につながりある素材を導入から位置付ける。

「 」「 」 「 」 「 」・ 変化の見方 対応の見方 を確かに身に付けられるよう 表 ⇒ 式

⇒「グラフ」と扱いを広げながら、どの場でも常に２つの見方を位置付

けていく。

○単位時間における工夫

・多様な考えを生み出し、その中で、変化と対応のどちらの見方も自ら身

に付けていけるよう 「いろいろな考え方（方法）で」という言葉を位、

置付けた課題を設定する。

・比例と対比させながら、反比例を考察していくことで、比例・反比例の

特徴を確実につかませていくと共に、変化と対応の見方を確かにしてい

く。

参 考 資 料 資料１：評価の補助簿
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２ 単元の評価規準

ア 数学への イ 数学的な ウ 数学的な エ 数量･図形などに

関心・意欲・態度 見方や考え方 表現・処理 ついての知識・理解

具体的な事象の中に 事象の中にある対応 二つの数量の変化 比例、反比例の関係

、 、ある二つの数量の変 関係や依存、因果な を比例、反比例の や座標の意味 比例

化や対応を調べるこ どの関係に着目する 関係としてとらえ 反比例の関係を表す、

とを通して、比例、 などして、変化や対 表、式、グラフな 表、式、グラフの特

反比例の関係を見出 応などについての見 どを用いて表現し 徴、問題解決への利

し表現し考察したり 方や考え方を身に付 たり、数学的に処 用の仕方を理解して

することに関心をも け、事象に潜む関係 理したりすること いる。

ち、こうした見方や やきまりをとらえた ができる。

考え方を意欲的に問 り、見通しをもち順

題の解決に活用しよ 序よく筋道を立てて

うとする。 考えたりすることが

できる。

○具体的な事象の中 ○具体的な事象の中 ○比例、反比例の ○変数と変域の意味

にある二つの数量 にある二つの数量 関係を式で表す を理解している。

、の関係に関心をも の関係を変化や対 ことができる。 ○事象の中には比例

ち、観察や調査な 応の様子に着目し ○文字を変数とし 反比例を用いてと

どを通して比例、 て調べ、比例、反 て扱うことがで らえられるものが

反比例について調 比例の関係になる きる。 あることを知り、

べようとする。 ものがあることに ○比例、反比例の 比例、反比例の意

。○比例、反比例に関 気付く。 関係を表、式、 味を理解している

、 、 、 、心をもち 表 式 ○比例、反比例の特 グラフなどで表 ○変化や対応の様子

y=axグラフなどを用い 徴を表、式、グラ 現したり、その グラフの形、

て、その特徴を調 フなどを用いて考 特徴を読み取っ や のａの意y=a/x
べようとする。 えることができる たりすることが 味など、比例、反。

○比例、反比例が実 できる。 比例の特徴を理解

生活と深く関わっ している。

ていることに気付 ○座標を用いて、平

き、比例、反比例 面上の点が一意的

の見方や考え方を に表されているこ

。 。活用しようとする とを理解している

内
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【比例の関係とその特徴】
①具体的な事象の中 ①具体的な事象の中 ①比例定数を求め ①変数と変域の意味
にある二つの数量 にある二つの数量 て、比例の関係 を理解している。

、の関係に関心をも の関係を変化や対 を式で表すこと ②変化や対応の様子
ち、その関係を調 応の様子に着目し ができる。 のａの意味なy=ax
べようとする。 て調べることがで ②座標平面にいく ど、比例の定義と

単 ② 比例の関係の特 きる。 つかの点を取り 特徴を理解してい、
位 徴を表、式、グラ ②表を変化や対応の 比例のグラフを る。
時 フを用いて調べよ 様子に着目して調 かくことができ ③座標、座標平面、
間 うとする。 べ、比例の関係の る。 座標軸などの意味
に 特徴を考察するこ ③原点とそれ以外 や座標の表し方を
お とができる。 の１点をもとに 理解している。
け ③変化や対応の様子 グラフをかくこ ④比例定数による違
る に着目して比例定 とができる。 いなど、比例のグ
具 数が負の数であっ ラフの特徴を理解
体 ても比例の関係か している。
の どうかを判断する
評 ことができる。
価 ④分かっている値に
規 着目し、変化と対
準 応の見方を用いて

比例定数の求め方
を考えることがで
きる。
⑤点を細かくとり、
その集合としての
グラフを考えるこ
とができる。
⑥比例のグラフの特
徴を比例定数の正
・負と関係付けて
考えることができ
る。
⑦正確に読み取るこ
とのできる 点1
と原点に着目し、
変化と対応の見方
を用いて比例定数
の求め方を考える
ことができる。

【反比例の関係と特徴】
、③反比例の関係の特 ⑧具体的な事象の中 ④比例定数を求め ⑤変化や対応の様子

徴を表、式、グラ にある二つの数量 て、反比例の関 のａの意味y=a/x
フを用いて調べよ の関係を変化や対 係を式で表すこ など、反比例の定
うとする。 応の様子に着目し とができる。 義と特徴を理解し

て調べ、反比例の ⑤座標平面にいく ている。
関係特徴を考察す つかの点を取り ⑥グラフの形や比例、
ることができる。 反比例のグラフ 定数による違いな

をかくことがで ど、反比例のグラ
きる。 フの特徴を理解し

ている。

【比例と反比例の利用】
⑨具体的な事象を、
比例、反比例の特
徴を利用して、と
もなって変わる量
の関係を判断し、
考察することがで
きる。
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３．指導と評価の計画（全１５時間）

時 ねらい 学習活動 評価規準 評価方法 指導・援助

１ ○具体的な場面 ○家の一場面の絵のなかから、変わ 〈ア－①〉 ○ノート記述 ○ともなって変

からともなっ る量を見つけ出す問題を提示する。 ○具体的な事象 ・個人追究の過 わる一方の量

て変わる二つ の中にある二つ 程で、図から を「時間 「水」

の量の関係を 「１つの量が変わるとそれにとも の数量の関係に ともなって変 の量」等と示

見つけ出す活 なって変わる量」を見付けだそう 関心をもち、そ わる量をいく し、考えさせ

動を通して、 の関係を調べよ つか見つけ出 る。

身のまわりに ○ともなって変わる量を見つけだし整 うとする。 すことができ

はともなって 理する。 る。

変わる量が多 ○ともなって変わる量には、１つの量

く存在するこ が増えるともう一方の増える場合と

とを知り、そ 減る場合があることをまとめる。

の２量の関係

の考察に興味

をもつことが

できる。

２ ○ともなって変 ○一定の割合で水を入れる事象を提示 〈イ－①〉 ○記述・発言 ○「ｘが１増え

わる２量のｘ する。 ○具体的な事象 ・ｘとｙの間に たときのyの

,の値に対応す ○対応表を作成する。 の中にある二つ あるきまりを 増加量」や

るｙの値を求 の数量の関係を 変化の見方と 「ｘ ２倍が

めることを通 表をもとにｘ＝１６のときのｙの 変化や対応の様 対応の見方を になった時の

して、その関 いろいろな方法で求めよう 子に着目して調 意識して考察 ｙの変化」に

係を調べるに べることができ し、見付ける 着目させて、

は、表を用い ○見つけたどんなきまりを使ってｙの る。 ことができ 考えさせる。

て変化や対応 値を求めたのかを明確にしながら課 る。

の見方をすれ 題を追究し、発表する。 〈エ－①〉 ○評価問題 ○具体的な事象

ばよいことに ○ともなって変わる量の関係は変化や ○変数と変域の 変域の意味や に戻って表・

気付くととも 対応の見方をすれば、見付けられる 意味を理解して その表し方を と対応させて

に変数や変域 ことをまとめる。 いる。 正しくまとめ 確認する。

の意味を理解 ○変数と変域の意味、その表し方を知 ることができ

することがで る。 る。

きる。

３ ○変域が負の数 ○一定の割合で水を入れ、今ちょうど 〈イ－②〉 ○記述・発言 ○ｘが1のとき

に拡張される 水位が０になる事象を提示する。 ○表を変化や対 ・変化の見方と ｙは２倍の２

２量の関係を 応の様子に着目 対応の見方を に っていな

変化と対応の 表をもとに、ｘとｙの間にあるき して調べ、比例 意識して考察 ることに着目

見方で考察す まりを見つけよう の関係の特徴を し、比例の特 させて、他の

ることを通し 考察することが 徴を見付ける 値の場合も考

て、負の数が ○変化や対応の見方で、比例の特徴を できる。 ことができ えさせ、立式

含まれる場合 見付け、発表する。 る。 させる。

も含めて、変 ○対応の見方から、関係を式で表し、 〈エ－②〉 ○評価問題 ○できた式を示

数ｘ、ｙの関 比例を定義する。 ○変化や対応の ・表から特徴を し、比例とい

係がｙ＝ａｘ ○表における比例定数の意味を明らか 様子、 の 読み取ったり えるかどうかy=ax
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で表されると にする。 ａの意味など、 立式したりし 判断させる。

き、ｙはｘに ○表や文章で表された事象について 比例の定義と特 て問題を解く比

比例するとい 例かどうかを立式し判断する練習問 徴を理解してい ことができる。

うことがわか 題に取り組む。 る。

る。

４ ○比例定数が負 ○一定の割合で水が減り、今ちょう 〈ア－②〉 ○学習プリント ○比例の定義に

の数になる場 ど、水位が０になる事象を提示す ○比例の関係の の記述 あてはまるか

合の関係を考 る。 特徴を表、式、 ・３つの方法を 考えさせる。

察することを グラフを用いて 関連付けて考

通して、比例 ｘとｙの関係は比例といっていい 調べようとす 察できる。

定数が負の数 か考えよう る イ ○記述・発言 ○前時に学習し。 〈

であっても変 －③〉 ・変化の見方と た対応の見方

化や対応の様 ○変化や対応の見方で、比例の特徴を ○変化や対応の 対応の見方を を示し、この

子を調べ、式 みつけたり、式に表したりして、比 様子に着目して 意識して考察 事象でも成り

で表すことで 例であるかどうかを判断し、発表す 比例定数が負の し、比例定数 立っているか

比例の関係が る。 数であっても比 が正の数の時 式をもとに考

成り立つかど ○比例定数が負の数であっても比例と 例の関係かどう の特徴と比べ えさせる。

うか判断でき なることを式をもとに押さえる。 かを判断するこ ながら負の数

ることに気付 ○表で表された関係について、立式 とができる。 の場合を考察

くことができ し、比例かどうかを判断する練習問 できる。

る。 題に取り組む。

５ ○比例定数を求 ○ｘとｙの１組の値がわかっている比 〈イ－④〉 ○記述・発言 ○比例の関係を

めるには１組 例の関係を提示する。 ○分かっている ・ａの表してい 表す式ｙ＝ａ

のｘとｙの値 値に着目し、変 ることを表に ｘを提示し、

をｙ＝ａｘの 比例定数を求め、ｙをｘの式で表 化と対応の見方 戻って考えた そのａを求め

式に代入すれ そう を用いて比例定 り、式に代入 るには分かっ

ばよいことに 数の求め方を考 しりして比例 ているｘとｙ

気付き、比例 ○変化や対応の見方を用いて比例定数 えることができ 定数の求め方 の値をどうす

定数を求めて ａを求め、関係を表す式を立式す る を考えること ればよいか問

ｙをｘの式で る。 ができる。 う。

表すことがで ○ｙ＝ａｘの式に代入して比例定ａを 〈ウ－①〉 ○評価問題 ○ｙ＝ａｘに値

きる。 求め、関係を表す式を立式する。 ○比例定数を求 ・代入により比 を代入させ、

○分かっている１組の値から比例定を めて、比例の関 例定数を求め ａの値を求め

求め立式する練習問題に取り組む。 係を式で表すこ て関係を式で させる。

表すことがでとができる。

きる。

６ ○変域に負の数 ○ｙ＝２ｘのグラフをかく問題を提示 〈エ－③〉 ○記述 ○ｘ座標が、ｘ

が含まれてい する。 ○座標、座標平 座標平面に点 軸上のどこを・

る場合のグラ ○対応表を作成する。 面、座標軸など を取ったり、 表しているの

フをかくこと の意味や座標の 座標平面に示 かをまず考え

を通して、数 ＝－１、ｙ＝－２である点の 表し方を理解し された点の座 させ、その上ｘ

を負の数に拡 をどう表したらよいか考え ている。 標を読んだり でｙ座標が何位置

張する考えで よう できる。 を表すかを順

座標平面をと に考えさせ
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らえればよい ○原点を基準に数直線を負の方向へ伸 る。

ことに気付き、 ばしたように、座標平面を広げる。

座標と点の位 ○座標平面、座標軸等の用語や座標の

置との関係を 表し方を知る。

理解し、点を ○座標変面にいろいろな点を表した

座標平面に表 り、座標平面上の表された点をよん

したり、点の だりする練習問題に取り組む。

座標を読んだ

りすることが

できる。

７ ○対応表をもと ○ｙ＝２ｘのグラフをかく問題を提示 〈イ－⑤〉 ○記述・発言 ○ｘが0.5の時

に比例のグラ する。 ○点を細かく取 ・点と点の間を のｙの値を求

フをかくこと り、その集合と 考えるために めて座標平面

を通して、表 表をもとに 座標平面に点をとり してのグラフを より細かい間 に点を取ら、 、

から対応する ｙ＝２ｘのグラフをかこう 考えることがで 隔の表を作り、 せ、次にｘが

ｘ、ｙの値の きる。 座標平面に点 どの値の場合

組を座標とす ○対応表にある点を順に座標平面にす 〈ウ－②〉 をとってグラ を求めるとよ

る点を座標平 べてとり、グラフをかく。 ○座標平面にい フを考えるこ いか考えさせ

面にとればよ ○点を直線で結ぶ理由を考えさせる。 くつかの点を取 とができる。 る。

いことに気付 ○ｘの値を0.5刻みにし、座標平面に点 り、比例のグラ

き、点の集合 をとり、点を細かく取ると間がせま フをかくことが

。としてグラフ くなり直線になることを明らかにす できる

をかくことが る。

できる。 ○ｙ＝３ｘのグラフを対応表を作って

かく。

８ ○いろいろな比 ○ｙ＝４ｘ、ｙ＝１/３ｘ、ｙ＝－２ｘ 〈イ－⑥〉 ○記述・発言 ○比例定数が正

例定数のグラ ｙ＝－３ｘ、ｙ＝－１/３のグラフを ○比例のグラフ ・比例定数が正 の数の場合の

フをかき、そ かく問題を提示する。 の特徴を比例定 の数の場合と グラフと負の

の特徴を調べ 数の正・負と関 負の数の場合 数の場合があ

ることを通し グラフをかき、比例定数の違い 係付けて考える と場合分けを ることを示し、

て、比例定数 はグラフのどこに表れるか見付け ことができる。 し、そのグラ その共通点と

が正の数の場 よう フを比べなが 相違点を考え

合は右上がり、 ら特徴を考え させる。

負の場合は右 ○対応表を作成し、グラフをかく。 ることができ

下がりの原点 ○必ず原点を通ることや、比例定数の 〈エ－④〉 る。

を通る直線に 正・負の違いやその大きさとグラフ ○比例定数によ ○評価問題 ○まず、比例定

なることがわ の傾きを関係付けてまとめる。 る違いなど、比 特徴 数の正・負に・グラフの

かる。 例のグラフの特 をまとめるこ 着目して考え

徴を理解してい とができる。 させる。

る。

９ ○比例のグラフ ○ｙ＝２ｘ、ｙ＝２/３ｘのグラフをか 〈ウ－③〉 ○記述・評価問 ○１から順にｘ

を簡単にかく く問題を提示する。 ○原点とそれ以 題 の値を代入さ

方法を考える ○ｙ＝２ｘのグラフをかくには、原点 外の１点をもと 比例定数に着 せ、ｙの値が・

ことを通して、 以外の１点をみつけ、２点がわかれ にグラフをかく 目し、ｘの値 整数になる場
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比例のグラフ ば直線のグラフがかけることを確か ことができる。 もｙの値も整 合を見つけさ

の特徴から、 める。 数になるｘを せ、どんなｘ

原点以外のグ 見付け、原点 の値を代入す

ラフ上の１点 ｙ＝２/３ｘのグラフを簡単に とその座標 を るといいのか

と原点を結べ かく方法を考えよう 用いてグラフ を考えさせ

ばよいことに をかくことが る。

気付き、グラ ○原点以外に、ｘとそれに対応するｙ できる。

フをかくこと の値が整数になる１点が分かれば

ができる。 グラフが簡単にかけることをおさえ

る。

○いろいろな比例定数の時のグラフ

を原点とそれ以外の整数値になる

点を使ってかく練習問題に取り組

む。

○グラフから式 ○グラフ（ｙ＝－３/２ｘ）から式を求 〈イ－⑦〉 ○記述・発言 ○式に代入し

を求めること める問題を提示する。 ○正確に読み取 正しく値を読 て、比例定数・

を通して、比 ることのできる み取れる１点 を求めればよ

例定数を求め グラフから、比例定数をいろい 点と原点に着 に着目し、変 いことを確認1

るには、正し ろな方法で求め、ｙ＝ａｘの式 目し、変化と対 化や対応の見 し、グラフか

く値を読み取 で表そう。 応の見方を用い 方を用いたり、 ら正しい値を

ることができ て比例定数の求 代入したりし 読み取れる１

る１点と原点 ○変化の見方や対応の見方を使って、 め方を考えるこ て、比例定数 点を考えさせ

に着目し、変 比例定数を求める方法を考え、発表 とができる。 の求め方を考 る。

化と対応の見 する。 えることがで

方を用いて考 ○どの求め方も、座標が整数値になる きる。

察すればよい 点を見付け、その値を用いているこ

ことに気付き、 とをまとめる。

式を求めるこ ○グラフから比例定数を求める練習問

とができる。 題に取り組む。

○面積が一定で ○面積が１２ である長方形の縦と 〈イ－⑧〉 ○記述・発言 ○比例の特徴をcm2

ある長方形の 横の長さを調べる問題を提示する。 ○具体的な事象 ・変化の見方と 一つ一つ確認

縦の長さｘと ○対応表を作成する。 の中にある二つ 対応の見方を し、それと対本

横の長さｙの の数量の関係を 意識して考察 比させながら、時

関係を変化と 表をもとにｘとｙの間にあるき 変化や対応の様 し、比例の特 表をみて考え

対応の見方で まりを見付けよう 子に着目して調 徴と比べなが させる。

考察すること べ、反比例の関 ら反比例の特

を通して、ｘ ○変化や対応の見方で、反比例の特徴 係の特徴を考察 徴を見付ける

の値がｎ倍に を見付け、発表する。 することができ ことができる。

あるとｙの値 ○対応の見方から、関係を式で表し、 る。

が１/ｎ倍にな 反比例を定義する。 〈エ－⑤〉 ○ノート ○できた式を示

り、ｙ＝ａ/ｘ ○表における比例定数の意味を明らか ○変化や対応の ・表から特徴を し、反比例と

という式で表 にする。 様子、 の 読み取ったり いえるかどうy=a/x

される関係が ○表や文章で表された事象について、 ａの意味など、 立式したりし かを判断させ

あることに気 比例かどうかを立式し判断する問題 反比例の定義と て、問題を解 る。

10

11
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付き、その関 に取り組む。 特徴を理解して くことができ

係を反比例と いる。 る。

分いうことが

。かる

○ｘ、ｙの値を ○ｘとｙの１組の値がわかっている反 〈ウ－④〉 ○ノート ○ｙ＝ａ/ｘに

もとにｙをｘ 比例の関係を提示する。 ○比例定数を求 ・ａの表してい 値を代入し、

の式で表すこ めて、反比例の ることを表に ａの値を求め

とを通して、 比例定数を求め、ｙをｘの式で 関係を式で表す 戻って考えた させる。

比例定数を求 表そう。 ことができる。 り、式に代入

めるには比例 したりして比

の時と同様に ○変化や対応の見方を用いて比例定数 例定数求めて

１組のｘとｙ ａを求め、関係を表す式を立式する。 関係を式で表

の値をｙ＝ａ/ｘ すことができ

の式に代入す ○ｙ＝ａ/ｘの式に代入して比例定数ａ る。

ればよいこと を求め、関係を表す式を立式する。

に気付き、比 ○わかっている１組の値から比例定数

例定数を求め を求め、立式する練習問題に取り組

て、ｙをｘの む。

式で表すこと

ができる。

○点を多く取っ ○ｙ＝１２/ｘのグラフをかく問題を提 〈ウ－⑤〉 ○ノート ○ｘが0.5の時

てグラフをか 示する。 ○座標平面にい ・点と点の間を のｙの値を求

くことを通し くつかの点を取 考えるため めて座標平面,

て、反比例の 表をもとに、座標平面に点をと り、反比例のグ より細かい間 に点を取らせ、

グラフは１組 り、ｙ＝１２/ｘのグラフをかこ ラフをかくこと 隔の表を作り 次にｘがどの

のなめらかな う ができる。 座標平面に点 値の場合を求

曲線になるこ をとってグラ めるとよいか

とが分かる。 ○対応表にある点を順に座標平面にす フを考えるこ 考えさせる。

べてとり、グラフをかく。 とができる。

○点を曲線で結ぶ理由を考えさせる。

○ｘの値を0.5刻みにし、座標平面に点

をとり、点を細かく取ると間がせま

くなりなめらかな曲線になることを

明らかにする。

○対応表をもと ○ｙ＝６/ｘ、ｙ＝－１２/ｘ、ｙ＝－ 〈エ－⑥〉 ○ノート・発言 ○比例定数が正

にグラフをか ６/ｘのグラフをかく問題を提示す ○グラフの形や ・比例定数が正 の数の場合の

くことを通し る。 比例定数による の数の場合と グラフと負の

て、反比例の 違いなど、反比 負の数の場合 数の場合があ

グラフは原点 グラフをかき、比例定数の違い 例のグラフの特 と場合分けを ることを示し、

について対称 はグラフのどこに表れるか見付け 徴を理解してい し、そのグラ その共通点と

な２つの曲線 よう る。 フを比べなが 相違点を考え

になることや ら特徴を考え させる。

比例定数の正 ○対応表を作成し、グラフをかく。 ることができ

・負による違 ○なめらかな曲線になること、比例定 る。

12

13

14
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いとグラフの 数の正・負の違いとグラフの位置、

位置などの特 ｘとｙの増減を関連付けまとめる。

徴がわかる。

○具体的な事象 ○いくつかの事象のなかから比例する 〈イ－⑨〉 ○ノート・発言 ○比例や反比例

の中から伴っ もの、反比例するものを選ぶ問題を ○具体的な事象 ・具体的な事象 についての既

て変わる２つ 提示する。 を比例、反比例 を表、式、グ 習事項を想起

の量を見出し、 ○比例と反比例の特徴を確認する。 の特徴を利用し ラフに表し、 させるために

その関係を考 てともなって変 既習の比例・ 掲示やプリン

察することを 根拠をはっきりさせて比例する わる量の関係を 反比例の定義 トを確認させ

通してその変 もの、反比例するものを見付け 判断し、考察す や性質をもと る。

化や対応の見 よう ることができ に判断してい

方で特徴をつ る。 くことができ

かみ、比例か ○変化の様子や対応の仕方を表、グラ る。

反比例かを判 フ、式を使って調べ、比例か反比例 〈ア－②③〉 ○ノート・発言 ○掲示物をもと

断したり、問 かを判断する。 ○比例や反比例 ・比例か反比例 に判断となる

題を解決した ○判断した理由を交流し、式で表すと の関係の特徴を かを特徴をも 根拠は、変化

りできる。 すぐに判断できることを明らかにす 表、式、グラフ とに説明しよ の見方か対応

る。 を用いて調べよ うとする。 の見方かを明

うとする。 確にする。

15
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４ 単位時間の授業展開例

（１）本時のねらい

・面積が一定である長方形の縦の長さ（ｘ）と横の長さ（ｙ）の関係を変化と対応の見方で考

察することを通して、ｘの値がｎ倍になるとｙの値が１/ｎ倍になり、ｙ＝ａ/ｘという式で

表される関係があることに気付き、その関係を反比例ということが分かる。

１１／１５時（２）本時の位置

（３）展開案

学習活動 評価内容・方法 指導・援助

素 ○いくつかの長方形
材 面積が１２の長方形がある。 を提示し、問題場
提 縦の長さが変わると横の長さ 面を確実につかま
示 は どのように変わるだろう せる。、 。

○関係の考察には、表や式に ○前時までの学習を
課 ○提示を見て変わり方を考える 表すとよいことが分かる。 想起し、きまりを。
題 ・縦の長さが変わるのにともな 発言 見付けられそうだ[ ]
化 って横の長さも変わる。 という考えを価値
・表に表すときまりが見付けや 付け広める。
すいと思う。

＜イ－⑧＞
課 表をもとにｘとｙの間にある ◎具体的な事象の中にある二
題 きまりを見付けよう。 つの数量の関係を変化や対 ◎「表を縦に見て考

応の様子に着目して調べ、 えてごらん。比例
○対応や変化の見方で考え、き 反比例の関係の特徴を考察 の時のように計算
まりを見付けたり、関係を式 することができる。 の結果が一定にな
に表したりする。 [記述、発言] るきまりは見付か

課 ＜変化の見方で考える＞ らないかな 「見。」
題 ・ｘが２倍、３倍…となるとｙ 付けた関係を式に
追 は 倍、 倍…となる。 表してごらん 」1/2 1/3 。
究 ・逆にｘが 倍、 倍…と と助言する。1/2 1/3
な るとｙは２倍、３倍…とな ○「縦（横）の見方
る。 で考えたんだね。
・ｘがｎ倍になるとｙは ｎ倍 もう一つの大切な1/
になる。 見方でも考えられ
＜対応の見方で考える＞ るかな 」と変化。
・ｘと対応するｙの積は、常に と対応の両方の見
１２で、式に表すとｘｙ＝１２ 方で考えるよう助

課 （ｙ＝１２／ｘ）となる。 ○比例定数の意味を比例の場 言する。
題 ○１２の意味しているものを考 合を想起しながら考えるこ

[ ]解 え、反比例の定義を知る。 とができる 発言
、決 ・１２はｘが１の時のｙの値で

ｘ×ｙの定まった値である。
＜エ－⑤＞

変数ｘとｙの関係が、ｙ＝ａ ◎変化や対応の様子、y=a/x
一 ／ｘで表されるとき、ｙはｘ のａの意味等、反比例の定 ◎表のどこを見て反
般 に反比例するという。このと 義と特徴を理解している。 比例と判断したの
化 き、ａを比例定数という。 [評価問題、発言] か問い、根拠を明

確にさせる。
○練習問題に取り組む。
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５ 評価の実際と個に応じた指導事例

(1)本時重点的に取上げた評価規準

イ－⑧

具体的な事象の中にある二つの数量の関係を変化や対応の様子に着目して調べ、反比例

の関係の特徴を考察することができる。

(2)評価の実際

＜評価の方法＞

□プリントの記述

・変化や対応のきまりをとらえるために、表の中に矢印や数を書き入れているか。

・ 縦（横）の見方で考えて」とタイトル付けし、自分の考えを記述しているか。「

□発言

・ 縦（横）の見方で考えて」と自分の考え方を明らかにして発言しているか。「

・表にある具体的な数を用いながら説明しているか。

＜判断の事例＞

「十分満足できる」状況（A）と判断した事例□

表の中の対応するｘとｙのどの値をもとに考えても、ｘがｎ倍になると、

常にｙは 倍（逆数倍）になることを見付け、具体的な数を用いて説明できた。1/n
□「おおむね満足できる」状況（B）と判断した事例

表に矢印を書きこみながら、きまりを見付け 「表を縦に見て考えで、ｘと、

ｙをかけるといつも１２になる。つまりｘｙ＝１２ 「表を横に見る考え方で」

ｘが２倍、３倍･･･となると、ｙは ２倍、 倍･･･になる 」と記述してある。1/ 1/3 。

(3)個に応じた指導の実際

□つまずきの例とその要因

○つまずき：縦（横）の見方で考えようとするが、きまりを見付けられない。

○要 因：既習の関係（比例の関係）があてはまらない場合に、どう考えていけば

いいのか分からない。

□指導の手立て

「きまりを見付けるのに表をどんな見方でみるとよかったの 」と問い、２つの見 方があ。

ることを明確にした上で、どちらの見方で考えていきたいのか立場をはっき りさせた。その

上で 「比例のときのきまりはいえるかな。表のどこで分かるの 「で は、ｘが１から２へ２、 。」

倍になったとき、ｙはどれだけになっているかな。そう、1/2 になっているんだね。では、ｘ

が３倍になったらどうなるかな。考えてごらん 」と 表にある対応するｘとｙの値に着目して。

考えるよう指導した。

□生徒の変容

「割っても一定にならないなら、ｘとｙをたしてみたらどうだろう、かけてみたらどうだろ

う・・・」と表にある具体的な数をもとに意欲的に考え始め、ｘとｙをかけると１２という

一定の数にになることを見いだすことができた。


